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五
月
十
五
日
、
令
和
二
年

度
総
会
を
開
催
す
る
予
定

で
、
諸
準
備
を
重
ね
て
き
ま

し
た
が
、
世
界
各
地
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を

振
る
っ
て
お
り
、
感
染
拡
大

が
留
ま
る
と
こ
ろ
を
知
り
ま

せ
ん
。

　

四
月
十
六
日
に
は
、
全
都

道
府
県
に
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
る
事
態
と
な
り
、

日
ご
と
に
感
染
者
が
増
え
、

収
束
の
見
通
し
も
立
た
な
い

状
況
で
す
。

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
、

二
回
の
休
苑
延
長
（
執
筆
時

点
で
は
五
月
三
十
一
日
ま

で
）
。
や
む
な
く
今
期
は
、

総
会
議
案
書
の
提
案
内
容
を

審
議
の
上
、
回
答
書
に
同
意

を
お
願
い
し
、
ス
タ
ー
ト
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
元
希
者
の
皆
さ
ん

が
笑
顔
で
来
苑
で
き
る
日
を

一
日
千
秋
の
思
い
で
待
っ
て

い
ま
す
。
常
に
各
連
合
と
情

報
交
換
し
、
切
磋
琢
磨
し
、

こ
の
苦
難
を
乗
り
き
る
所
存

で
す
。

　

毎
日
緊
張
を
も
っ
て
、
み

ん
な
で
前
を
向
い
て
頑
張
れ

ば
、
見
え
な
い
敵
で
も
必
ず

打
ち
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

元
希
者
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は
、
自
宅
で
も
手
軽
に
で
き

る
体
操
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防

に
伴
う
活
動
の
自
粛
で
、
外
に
出
る
機
会
が
減
り
体
を

動
か
す
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
方
は
、
ぜ
ひ

自
宅
で
元
希
者
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
「
元
希
者
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
」
と
検
索
す
る
と
、
体
操
の
説
明
や
動
画
を
見

る
こ
と
も
で
き
ま
す
！

元
希
者
ク
ラ
ブ
松
原

 

会
長
　
縄
田　
　

榮

　2016年２月に「元希者エクササイズ応援

隊」を結成して以来、4000回近く、13万人

以上の皆さまとともに松原市のあちこちで元

希者エクササイズの普及活動を展開してまい

りました。

　昨年度からパート２を披露し、「ハッピー

やん！」を合言葉に、セーフコミュニティ国

際認証都市・松原をますます元気で明るくす

るため、活発な活動を続けてまいります！

★元希者エクササイズ実施状況

応援隊 参加者 実施回数

2015年度 413人 4,997人 38回

2016年度 1,805人 32,201人 778回

2017年度 1,227人 28,451人 937回

2018年度 1,625人 36,956人 1,149回

2019年度 1,513人 29,181人 1,060回

累　計 6,583人 131,786人 3,962回
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役　　職 地 区 役 職 氏　　名

会 　 長 松 原 第 ３ 連 合 理 事 縄田　　榮

副 会 長 松原第３連合会長 ･ 理事 辻村　一夫

副 会 長 三 宅 連 合 会 長 ･ 理 事 大西　美博

副 会 長 兼 会 計 天美東連合会長 ･ 理事 設楽　豊一

副 会 長 松原第１連合会長 ･ 理事 森迫　孔征

書　 記（ 議 長 ） 新町第１連合会長 ･ 理事 藤井　康春

総 務 部 長 天 美 東 連 合 理 事 篠本　　修

総 務 副 部 長 恵 我 連 合 理 事 高根澤林作

総 務 副 部 長 松 原 第 １ 連 合 理 事 田渕　良一

総 務 副 部 長 天 美 西 連 合 理 事 野村　　進

文 化 部 長 松原第２連合会長・理事 作田　　修

文 化 副 部 長 新 町 第 １ 連 合 理 事 吉田　康子

文 化 副 部 長 松 原 第 １ 連 合 理 事 小林　良子

体 育 部 長 松 原 第 １ 連 合 理 事 山本　和男

体 育 副 部 長 松 原 第 ２ 連 合 理 事 橋本　清一

体 育 副 部 長 天 美 西 連 合 理 事 東海林　稔

広 報 部 長 松 原 第 ３ 連 合 理 事 小谷　洋一

広 報 副 部 長 松 原 第 ２ 連 合 理 事 土師　陽子

社 会 部 長 天 美 東 連 合 理 事 長谷川修一

社 会 副 部 長 新 町 第 1 連 合 理 事 土井　恒雄

保 健 部 長 新町第２連合会長 ･ 理事 山本　壽夫

保 健 副 部 長 松 原 第 ２ 連 合 理 事 中村　嘉男

介 護 予 防 部 長 天美西連合会長・理事 中野　安司

介 護 予 防 副 部 長 松 原 第 ２ 連 合 理 事 竹生　永吉

介 護 予 防 副 部 長 恵 我 連 合 理 事 羽広　政勝

女 性 部 長 新 町 第 ２ 連 合 理 事 竹田　愃子

女 性 副 部 長 新 町 第 １ 連 合 理 事 空山美喜子

若 手 部 長 三 宅 連 合 理 事 米田　　剛

若 手 副 部 長 松 原 第 ３ 連 合 理 事 浅田　吉治

若 手 副 部 長 松 原 第 ２ 連 合 理 事 新出　利幸

エクササイズ隊長 新町第２連合会長 ･ 理事 山本　壽夫

ニューチャレンジ開発部長 松 原 第 ３ 連 合 理 事 水野　清美

会 計 監 査 松 原 第 ２ 連 合 門口　正善

会 計 監 査 松 原 第 １ 連 合 植村　俊一

市 老 連 事 業

総
務
部

４月 令和元年度会計監査 ※

５月 総会 ※

10月 カラオケ大会（文化会館）

文
化
部

５月 囲碁・将棋大会 ※

６月 元希者クラブの集い（文化会館） ※

９月 元希者クラブ松原作品展（1日〜4日）

体
育
部

５月 第26回グラウンド・ゴルフ大会 ※

10月 第48回元希者クラブ松原スポーツ大会

11月
第12回元希者クラブ松原
グラウンド・ゴルフ交流会

社
会
部

４月
交通安全キャンペーン・
交通安全講習会（新町第１連合） ※
高齢者交通安全教室 ※

５月

春の全国交通安全運動 ※
春の交通安全市民大会 ※
交通安全キャンペーン・
交通安全講習会（新町第２連合） ※

６月
交通安全キャンペーン・
交通安全講習会（天美西連合） ※

７月
交通安全キャンペーン・
交通安全講習会（天美東連合）

８月 自転車競技大会練習

９月
交通安全講習会（恵我連合） 
秋の交通安全市民大会

10月

松原市交通安全元希者クラブ自転車大会
交通安全キャンペーン・
交通安全講習会（三宅連合）
まつばら市民まつり ※
全国地域安全運動松原大会

11月
大阪府交通安全高齢者自転車大会
交通安全キャンペーン・
交通安全講習会（松原第１連合）

12月
交通安全キャンペーン・
交通安全講習会（松原第２連合）

３月
交通安全キャンペーン・
交通安全講習会（松原第３連合）

広
報
部

７月 「元希者だより第62号」発行

１月 「元希者だより第63号」発行

保
健
部

８月 笑いのある健康教室（まつばらテラス（輝））

９月 第 6 回市老連ウォーキング

１月
ウォーキング（六社参り）
第4回元希者エクササイズ応援隊研修会

２月 笑いと健康体操（まつばらテラス（輝））

介
護
予
防
部

５月 介護予防教室（つるかめ苑） ※

６月 介護予防教室（天美荘） ※

７月 介護予防教室（弁天苑）

10月
介護予防教室（三宅連合）
介護予防講座（まつばらテラス（輝））

11月
介護予防部施設見学
介護予防教室（恵寿苑）

12月 介護予防部研修会

１月 介護予防教室（新町福寿苑）

２月
介護予防教室（天美荘）
介護予防部研修会

女
性
部

６月 女性部活動交流会（まつばらテラス（輝）） ※

７月 男性料理教室

９月 女性部施設訪問

11月
女性部日帰り研修
女性料理教室

２月 女性部施設訪問

若
手
部

６月 第14回卓球大会 ※

７月
第26回ゴルフコンペ ※
第24回ボウリング大会 ※

９月 第21回体力測定

11月
第27回ゴルフコンペ
第25回ボウリング大会

12月 第15回卓球大会

２月 第22回体力測定
ニ
ュ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ

７月 研修会

役員会・定例12回／理事会・定例12回／各部会　通年

※印のついた事業は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となりました。
また、今後の事業も状況により中止・延期となる場合があります。

（自令和2年4月1日～至令和3年3月31日）

令和2年度 元希者クラブ松原役職名簿令和2年度 元希者クラブ松原事業計画

　昨年度、若手部では 9 月 6 日㈮に第

19 回体力測定（51 名参加）を、2 月

14 日㈮に第 20 回体力測定（45 名参加）

を行いました。

　定期的に体力測定を行うことで、自分の体力が維持でき

ているか、前回より低下していないかを確認して、健康寿

命の延伸につなげましょう。

　ぜひ、皆さんも次回の体力測定にご参加ください。

　

2
月
17
日
㈪
、
松
原
防
災
士
会
の
方

を
お
招
き
し
、
防
災
に
つ
い
て
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

台
風
や
地
震
に
備
え
て
日
頃
か
ら
準

備
し
て
お
く
こ
と
、
避
難
所
で
の
過
ご

し
方
、
応
急

手
当
て
の
練

習
な
ど
、
参

加
者
は
メ
モ

を
取
り
な
が

ら
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い

ま
し
た
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
に
、
元
希

者
の
皆
さ
ん
も
外
出
自

粛
、
三
密
を
避
け
精
い
っ

ぱ
い
協
力
し
、
こ
の
苦
難

を
乗
り
切
る
所
存
で
す
。

　

松
原
市
民
協
働
課
か
ら

連
絡
が
あ
り
、
会
長
の
声

で
行
政
無
線
を
通
じ
て
、

「
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

高
齢
者
の
安
全
対
策
委
員

会
か
ら
の
お
知
ら
せ
で

す
。
動
か
な
い
状
態
が
続

く
と
心
身
な
ど
の
機
能
が

低
下
し
ま
す
。
自
宅
で
で

き
る
元
希
者
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
な
ど
で
、
体
を
動
か
し

ま
し
ょ
う
」
と
繰
り
返
し

放
送
が
あ
り
ま
し
た
。

　

何
人
か
の
方
か
ら
連
絡

を
頂
き
、
写
真
と
コ
メ
ン

ト
も
送
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
次
回
の
元
希
者
だ

よ
り
で
紹
介
し
ま
す
。

　

元
希
者
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

は
、
家
庭
内
で
の
転
倒
や

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候

群
を
予
防
し
、
健
康
寿
命

を
延
ば
し
、
い
つ
ま
で
も

自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
、
松
原

市
独
自
の
体
操
で
す
。

　

市
民
の
行
政
無
線
へ
の

関
心
度
は
今
一
つ
、
危
機

管
理
の
薄
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
無
線
放
送
が
聞
こ
え

た
ら
、
歩
行
者
は
立
ち
止

ま
り
、
自
転
車
で
走
っ
て

い
る
と
き
は
降
り
て
耳
を

傾
け
る
よ
う
習
慣
付
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
今

回
の
放
送
で
切
に
感
じ
ま

し
た
。

　新型コロナウイルス感染拡大予防に欠かせない、飛沫防止用マ

スクを元希者クラブ松原に頂きました。早速、各連合にお配りし、

大変喜んでいただきました。会員の皆さまには外出自粛呼びかけ

に協力をいただくことによ

り、見えない敵でも必ず打

ち勝つことができます。

　三密を避け、会員一同

日々緊張を持って頑張りま

す中、ロータリークラブさ

まから助けを受けた有り難

さ、これからも元希者クラ

ブ松原との関係を大きくし

ていければと、贈呈の感謝

を述べました。

（元希者クラブ松原

会長　縄田　　榮）

　今年で市老連主催の六社参りを実施して 12 の干支を一回りし、12 の絵馬

を自慢される会員さんもおられます。この六社参りは、松原市では老人クラブ

が市内で初めて取り組んだと言われています。いつまでも元希者で健康を願い、

1 年の初めに取り組む、そして参加する楽しみな行事であります。

　朝 9 時～ 10 時に各連合の近くの神社に集合して、一斉に隊列を編成して約

4、5 時間かけて約 8 キロを完走される方、途中で自分に合ったコース取りを

考えて歩く方、今年も途中で事故もなく頑張っておられました。

　市老連では六社参りのほか、昨年から市老連ウオーキング「まつばら街道さ

んぽ」（松原市域の街道を巡りながら、歴史文化にまつわる名所を訪ねる催し）

をしています。昨年は竹内街道コースを計画し、約 60 人が参加しました。市

老連では健康保持増進のため、今年も無理をしないで多くの会員が気軽に参加

できるよう「まつばら街道さんぽ・松原名所ぶらり紀行」を取り組んでいきま

す。その時にはたくさんご参加ください。　　　　　　（保健部　山本　壽夫）

1/6
月曜日

元希者ウオーキング（六社参り）

今年も 9 連合 417 名参加！

元
希
者
ク
ラ
ブ
松
原 

会
長
　
縄
田　
　

榮

元希者クラブ松原 活動だより



（ 4 ）第 62 号令和 2年（2020年）7月発行

天美東連合（弁天苑）《9単位クラブ・562人》

　

弁
天
苑
の
耐
震
工
事
が
平
成

二
十
三
年
十
一
月
～
二
十
四
年

三
月
二
十
五
日
ま
で
あ
る
た
め

休
苑
に
な
り
、
各
会
議
時
に
は

各
町
会
の
公
民
館
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

　

一
月
二
十
日
に
徳
洲
会
病
院

に
て
前
立
腺
の
手
術
を
行
い
、

一
週
間
の
入
院
で
し
た
。

　

三
月
末
日
ま
で
期
末
書
類
と

式
典
の
準
備
を
し
て
、
四
月
二

日
に
式
典
を
安
田
氏
の
司
会
に

て
十
時
半
よ
り
行
い
、
柴
垣
Ａ

セ
ン
タ
ー
長
の
あ
い
さ
つ
を
行

い
、
建
設
工
事
の
松
天
建
設

に
感
謝
状
を
渡
し
て
、
出
席
者

二
十
七
名
に
て
な
ご
や
か
に
食

事
を
し
て
記
念
品
を
持
っ
て

十
五
時
頃
終
わ
り
ま
し
た
。

　

五
月
十
一
日
に
市
老
連
総
会

を
総
務
部
長
と
し
て
初
め
て

司
会
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

二
十
四
日
は
市
老
連
主
催
の
囲

碁
将
棋
大
会
を
弁
天
苑
に
て
行

う
。
二
十
九
日
は
弁
天
苑
の
日

帰
り
旅
行
参
加
者
一
三
三
名
で

バ
ス
三
台
に
て
天
橋
立
と
豊
岡

へ
楽
し
い
旅
行
で
し
た
。

　

七
月
十
日
は
大
阪
府
老
連
の

ね
ん
り
ん
の
旅
に
二
泊
三
日

（
道
後
温
泉
と
安
芸
宮
島
）。
松

原
市
元
希
者
ク
ラ
ブ
は
縄
田
会

長
共
四
十
五
名
参
加
に
て
、
市

役
所
前
広
場
よ
り
帝
産
バ
ス
に

て
八
時
前
に
出
発
し
ま
し
た
。

阪
神
高
速
、
明
石
海
峡
大
橋
経

由
、
途
中
休
憩
し
て
昼
食
を
高

松
市
内
の
中
野
う
ど
ん
学
校
に

て
。
午
後
二
時
頃
に
四
国
霊
場

七
十
五
番
札
所
「
善
通
寺
」
に

お
参
り
を
し
て
写
真
を
全
員
で

写
し
て
、
四
時
半
頃
に
一
日
目

の
宿
泊
の
道
後
温
泉
に
着
い
て

六
時
半
よ
り
宴
会
を
し
て
温
泉

に
入
っ
て
、
九
時
前
に
床
に
つ

く
。

　

朝
五
時
頃
に
起
き
て
坊
ち
ゃ

ん
電
車
と
道
後
湯
殿
を
見
に

行
っ
て
、
朝
食
後
七
時
半
に
宿

を
出
て
、
雨
の
た
め
旅
館
よ

り
バ
ス
乗
り
場
ま
で
傘
を
借
り

て
バ
ス
に
乗
る
。
松
山
港
よ
り

フ
ェ
リ
ー
に
て
呉
港
に
着
く
。

呉
市
内
の
ホ
テ
ル
に
て
昼
食
を

し
て
、
音
戸
の
清
盛
館
を
見
学

し
て
、
呉
よ
り
高
速
に
乗
っ
て

宮
島
口
へ
向
か
う
。
宮
島
口
に

て
バ
ス
を
降
り
て
汽
船
に
て
安

芸
の
宮
島
に
着
く
。
ホ
テ
ル
よ

り
迎
え
の
中
型
バ
ス
に
て
ホ
テ

ル
へ
着
く
。
七
時
よ
り
宴
会
を

行
い
、
八
時
半
頃
に
終
わ
っ
て

会
長
と
四
～
五
名
に
て
部
屋
に

て
会
話
し
て
、
十
時
半
頃
に
床

に
つ
く
。

　

朝
四
時
半
頃
に
起
き
て
厳
島

神
社
の
鳥
居
ま
で
散
歩
す
る
。

旅
館
に
帰
っ
て
朝
風
呂
に
入
っ

て
か
ら
朝
食
に
す
る
。
八
時
半

よ
り
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
に
て

厳
島
神
社
境
内
と
お
土
産
店
を

見
学
し
て
、
十
一
時
三
十
五
分

の
汽
船
に
て
宮
島
口
へ
着
く
。

宮
島
口
に
て
昼
食
を
し
て
お
土

産
を
買
っ
て
、
十
三
時
過
ぎ
に

出
発
し
て
中
国
自
動
車
道
に
て

岡
山
へ
向
か
う
。
途
中
二
回
ほ

ど
休
息
を
し
て
備
前
イ
ン
タ
ー

で
降
り
て
旧
閑
谷
学
校
跡
を
見

学
し
て
、
四
時
過
ぎ
に
高
速
に

乗
る
。
途
中
で
休
息
し
な
が
ら

七
時
半
頃
に
松
原
市
役
所
前
に

着
く
。
各
人
帰
路
に
着
く
。
三

日
間
楽
し
か
っ
た
。

　

七
月
十
九
日
、
松
原
市
老
連

五
十
周
年
の
関
係
で
市
役
所
の

車
に
て
縄
田
会
長
と
共
に
九
名

に
て
寝
屋
川
市
老
連
へ
見
学
に

行
く
。

　

八
、九
、十
、十
一
、十
二
月
と

毎
月
五
十
周
年
の
会
議
が
あ

り
、
大
変
忙
し
い
年
で
あ
り
ま

し
た
。

　
（
天
美
荘
園
長
寿
会

　
設
楽
　
豊
一
）

　

毎
朝
目
覚
め
る
と
、
ま
ず
今

日
の
天
気
を
確
認
し
て
、
主
人

の
運
転
す
る
車
に
仲
間
と
乗
り

込
み
、
運
動
広
場
、
大
和
川
河

川
敷
へ
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
を
楽
し
み
に
出
か
け
ま
す
。

ボ
ー
ル
を
相
手
に
大
声
を
出
し

た
り
笑
っ
た
り
、
四
ラ
ウ
ン
ド

の
プ
レ
ー
も
あ
っ
と
い
う
間
に

終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
約
一

時
間
半
の
運
動
は
老
人
の
体
に

ち
ょ
う
ど
よ
く
、
終
わ
っ
た
後

の
気
分
は
最
高
で
す
。

　

お
昼
か
ら
は
弁
天
苑
で
カ
ラ

オ
ケ
が
あ
り
、
新
曲
を
披
露
し

て
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

　

突
然
の
緊
急
事
態
宣
言
の
発

令
で
、
す
べ
て
の
行
事
が
中
止

に
な
り
、
体
と
暇
を
も
て
あ
ま

し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ま

し
た
。
普
段
は
何
も
気
に
し
て

い
な
か
っ
た
草
花
が
、
可
憐
に

咲
い
て
い
る
。
踏
ま
れ
て
も
踏

ま
れ
て
も
懸
命
に
生
き
て
い
る

小
さ
な
花
。
こ
の
様
子
を
見

て
、
私
も
こ
の
危
機
を
乗
り
越

え
て
、
ま
だ
ま
だ
人
生
を
楽
し

く
生
き
よ
う
と
思
い
ま
す
。
皆

さ
ま
方
も
手
洗
い
を
十
分
に
し

て
、
マ
ス
ク
着
用
も
忘
れ
ず
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な

い
よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
（
天
美
北
天
寿
会
　
坂
本
マ
リ
子
）

平成24年4月2日 弁天苑式典
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元
希
者
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は
じ

め
、
い
ち
、
に
、
い
ち
、
に
。

ま
ず
は
念
入
り
に
準
備
体
操
。

足
腰
の
衰
え
か
ら
の

転
倒
を
防
ぐ
た
め
に

全
員
で
行
い
ま
す
。

　

こ
こ
は
天
美
荘
の

ワ
ン
フ
ロ
ア
。
天
美

西
連
合
の
各
老
人
ク

ラ
ブ
か
ら
集
ま
っ
て

く
る
男
女
三
十
名
余

り
の
卓
球
ク
ラ
ブ
で

す
。

　

月
に
六
～
七
回
の
練
習
日
に

は
卓
球
台
を
置
い
て
、
ま
ず
は

シ
ン
グ
ル
ス
か
ら
。
肩
な
ら
し

が
終
え
た
と
こ
ろ
で
ダ
ブ
ル
ス

に
移
り
ま
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー
と

息
を
合
わ
せ
る
の
を
第
一
に

相
手
方
の
球
の
回
転
を
考
え
つ

つ
、
フ
ォ
ア
、
バ
ッ
ク
、
ツ
ッ

ツ
キ
、
ブ
ロ
ッ
ク
等
、
だ
ん

だ
ん
と
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
る
手
が

汗
ば
ん
で
く
る
の
が
わ
か
り
ま

す
。

　

三
時
間
ほ
ど
の
練
習
の
合
間

に
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
が
あ
り
、

こ
れ
は
貴
重
な
お
し
ゃ
べ
り
の

時
間
と
な
り
ま
す
。

　

ダ
ブ
ル
ス
の
練
習
の
あ
る
日

の
こ
と
で
す
。サ
ー
ブ
、レ
シ
ー

ブ
と
続
き
、
そ
の
あ
と
の
高
く

浮
い
て
返
っ
て
き
た
球
を
す
ば

や
く
ス
マ
ッ
シ
ュ
。「
や
っ
た

あ
ー
、
三
球
目
攻
撃
！
」。
そ

れ
で
い
い
気
分
に
な
る
と
次

の
球
が
決
ま
ら
な
い
。「
あ
れ
、

ど
う
な
っ
て
る
の
？　

な
ん
か

悪
い
流
れ
に
な
っ
た
み
た
い
」。

首
を
か
し
げ
る
私
に
、「
ド
ン

マ
イ
、
ド
ン
マ
イ
」
と
パ
ー
ト

ナ
ー
の
声
。「
そ
う
や
、
慌
て

た
ら
あ
か
ん
、
落
ち
着
い
て
」

と
心
の
中
で
つ

ぶ
や
く
私
。
や

は

り

卓

球

は

日
々
練
習
あ
る

の
み
。
試
行
錯

誤
の
日
が
続
き

ま
す
。

　

こ
う
し
て
心

地
好
い
汗
を
か

い
て
卓
球
の
楽

し
さ
を
分
か
ち
合
え
る
仲
間
が

い
る
ク
ラ
ブ
。
そ
こ
で
日
頃
の

憂
さ
も
忘
れ
て
好
き
な
卓
球
に

熱
中
で
き
る
ひ
と
と
き
は
何
事

に
も
か
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ち
な
み
に
天
美
荘
に
お
い
て

は
、
恒
例
の
松
原
市
元
希
者
卓

球
大
会
に
六
名
の
代
表
選
手
が

出
場
し
、
優
勝
二
回
、
三
位
が

一
回
と
い
う
好
成
績
で
し
た
。

　

日
頃
か
ら
ク
ラ
ブ
の
お
世

話
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
卓
球

仲
間
の
絆
を
大
切
に
練
習
に
励

み
ま
す
。
エ
イ
、
エ
イ
、
オ
ー
。

（
芝
敬
友
会
　
木
村
　
雅
子
）

　

「
老
人
ク
ラ
ブ
で
ダ
ン
ス
を

教
え
て
く
れ
る
よ
、
行
っ
て
み

た
ら
」
と
友
人
に
勧
め
ら
れ
て

天
美
荘
に
初
め
て
来
た
の
は
、

今
か
ら
十
一
～
十
二
年
前
。
当

時
苑
長
を
中
心
に
十
人
く
ら
い

の
人
た
ち
が
「
ツ
ー
ス
リ
ー

フ
ォ
ー
ワ
ン
」
と
、
ル
ン
バ
に

ワ
ル
ツ
に
マ
ン
ボ
、
和
や
か
な

雰
囲
気
で
踊
っ
て
は
る
の
を
見

て
す
ぐ
入
会
。
月
二
回
の
レ
ッ

ス
ン
に
通
い
始
め
ま
し
た
。

　

一
年
ほ
ど
経
っ
た
あ
る
日
、

所
属
の
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
か

ら
「
管
理
人
に
推
薦
し
た
い
」

と
の
お
話
が
あ
り
、
家
族
に
相

談
し
た
ら
息
子
の
嫁
が
「
お
母

さ
ん
、
良
い
条
件
や
し
、
O
K

し
た
ら
」
と
の
一
言
で
お
引
き

受
け
し
て
、
は
や
十
年
が
経
ち

ま
し
た
。
毎
朝
、
天
美
荘
を
開

館
し
て
掃
除
が
終
わ
っ
た
こ
ろ

に
皆
さ
ん
が
お
見
え
に
な
り
、

今
日
は
歌
手
、
そ
れ
と
も
勝
負

師
？　

は
た
ま
た
舞
姫
か
⁉　

み
ん
な
明
る
い
表
情
で
登
場
。

中
に
は
ご
夫
婦
二
人
で
、
ま
た

奥
さ
ま
を
介
護
施
設
に
送
っ
て

い
っ
た
合
間
に
、
ま
た
は
旦
那

さ
ま
の
入
院
の
様
子
を
伺
い
な

が
ら
の
来
苑
。
家
庭
の
事
情
は

人
様
々
で
す
が
、
一
様
に
皆
さ

ん
の
表
情
は
明
る
く
元
気
そ
の

も
の
、
ま
た
あ
る
日
、「
老
人

ク
ラ
ブ
で
は
何
を
な
さ
っ
て
い

る
の
で
す
か
」
と
四
十
歳
過
ぎ

の
女
性
が
窓
口
に
見
え
て
、
そ

の
後
に
七
十
歳
く
ら
い
の
お
父

さ
ん
ら
し
き
人
。「
い
ろ
い
ろ

サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま
す
よ
」
と

日
程
表
を
お
見
せ
す
る
と
、「
お

父
さ
ん
、
カ
ラ
オ
ケ
も
あ
る

よ
」。
そ
れ
を
聞
い
た
お
父
さ

ん
は
う
れ
し
そ
う
な
顔
と
は
裏

腹
に
「
そ
れ
は
エ
エ
が
な
」
と

素
っ
気
な
い
態
度
！　

そ
れ
か

ら
二
週
間
ほ
ど
し
て
例
の
お
父

さ
ん
が
通
信
カ
ラ
オ
ケ
の
見
学

に
来
ら
れ
、
そ
の
後
は
カ
ラ
オ

ケ
の
あ
る
日
は
楽
し
そ
う
に
参

加
！！　

今
は
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー

ド
も
二
〇
〇
枚
以
上
あ
る
と
の

こ
と
。
家
族
と
の
会
話
も
前
よ

り
は
弾
ん
で
い
る
に
違
い
な
い

と
思
う
。
老
人
ク
ラ
ブ
は
元
希

者
の
集
ま
り
！　

家
族
の
絆
も

よ
り
強
く
！　

き
っ
か
け
は
何

で
も
よ
い
か
ら
セ
ン
タ
ー
に
ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。
よ

り
元
気
に
な
り
ま
す
よ
！　

天

美
荘
万
歳
！！

（
油
上
敬
友
会
　
林
　
美
保
子
）

〈銭太鼓クラブ〉代表　南野　明子

　毎回楽しく一生懸命に練習に励んでいる姿です。部

員は 10 名で月に 2、3

回練習しています。初め

の頃は難しくて会員のみ

んなからいろいろ意見が

出ましたが、今ではリズ

ムにも合って、あちらこ

ちらで披露させていただ

いています。

〈民踊クラブ〉代表　南野　明子

　皆さん方が楽しく体操、そして認知症防止にという目

的で始めたのがきっかけです。曲が流れると踊り出すと

いったようなことで、今ではたくさんの民謡踊りができる

ようになり、いろんな舞

台にも出させてもらって

います。銭太鼓と同様、

元希者大会、施設訪問、

ボランティア活動にも参

加しております。

天美西連合（天美荘）《12単位クラブ・677人》
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私
は
昭
和
十
二
年
生
ま
れ
の

八
十
二
歳
で
す
。
人
に
誘
わ
れ

老
人
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
ま
し

た
。
同
時
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
に
も
誘
わ
れ
、
子
ど
も
の

時
の
け
が
で
両
腕
が
少
し
弱
く

考
え
ま
し
た
が
、
思
い
切
っ
て

入
部
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
コ
ー
ス
で
一
番
長
い

五
十
メ
ー
タ
ー
を
届
か
せ
る
の

が
精
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
今

で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら

届
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
思

え
ば
も
う
十
四
年
も
続
け
て
い

ま
す
。
週
二
回
の
練
習
が
と
て

も
楽
し
み
で
す
。

　

今
で
は
松
原
市
民
運
動
広
場

の
会
員
と
し
て
も
長
年
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。
七
～
八
年

前
に
府
老
連
河
内
第
三
ブ
ロ
ッ

ク
の
大
会
で
優
勝
し
た
こ
と
が

私
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
活

動
の
勲
章
で
す
。
勝
敗
に
こ
だ

わ
ら
ず
健
康
保
持
の
た
め
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
永
寿
会
　
船
橋
　
唯
一
）

　

何
か
不
思
議
な
ご
縁
が
あ
っ

て
福
寿
苑
に
お
世
話
に
な
り
、

も
う
七
年
経
ち
ま
し
た
。
当
初

は
顔
見
知
り
の
人
も
少
な
く
大

変
不
安
で
し
た
が
、
苑
長
さ
ん

を
は
じ
め
、
毎
日
交
代
で
各
会

長
さ
ん
が
苑
に
来
て
く
だ
さ
る

の
で
、
安
心
し
て
勤
め
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
こ
う

し
て
元
気
に
働
き
、
会
員
さ
ん

と
接
し
て
い
る
こ
と
が
、
と
っ

て
も
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
一
回
「
一
人
暮
ら
し
の

食
事
会
」
が
あ
り
、
中
に
は
タ

ク
シ
ー
に
乗
っ
て
く
る
人
、
子

ど
も
や
孫
に
車
に
乗
せ
て
も

ら
っ
て
く
る
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
苑
内
で
お
互
い
に
顔

を
合
わ
せ
て
、
無
事
を
喜
び

合
っ
て
い
る
様
子
を
見
て
、
こ

う
し
た
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
が
い

か
に
大
切
か
身
を
も
っ
て
体
験

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
ん
な
活

動
に
私
も
参
加
し
て
い
る
と
思

う
と
、
な
ん
だ
か
う
れ
し
く
な

り
ま
す
。

　

今
年
の
三
月
に
な
っ
て
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

予
防
の
た
め
休
苑
さ
れ
ま
し
た

が
、
管
理
人
と
し
て
毎
日
出
勤

し
て
い
ま
す
。
玄
関
の
張
り
紙

を
見
て
、
が
っ
か
り
帰
ら
れ
る

方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
苑
は
小

学
校
の
敷
地
に
あ
り
、
い
つ
も

元
気
な
学
童
た
ち
の
声
が
聞
こ

え
ま
す
が
、
そ
の
声
も
聞
こ
え

ず
、
毎
日
寂
し
く
過
ご
し
て
い

ま
す
。
た
だ
、
食
器
回
収
ボ
ッ

ク
ス
を
利
用
さ
れ
る
地
域
の

方
々
と
回
収
に
来
ら
れ
る
環
境

業
務
課
の
係
員
等
、
た
ま
に
顔

を
見
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
だ

け
で
す
。
一
日
も
早
く
従
来
の

よ
う
に
に
ぎ
や
か
に
、
楽
し
く

活
動
さ
れ
て
い
る
姿
や
、
子
ど

も
た
ち
の
元
気
な
声
を
聞
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
新
町
第
一
連
合
　
石
橋
　
民
子
）

　

手
芸
部
が
発
足
し
て
四
～
五

年
に
な
り
ま
す
。
当
初
は
五
～

六
名
の
寂
し
い
活
動
で
し
た

が
、
今
で
は
二
十
名
余
り
の
大

人
数
に
な
り
、
毎
週
一
回
、
二

時
間
余
り
活
発
に
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
始
め
る
前
に
必
ず

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行
い
、
手
先

や
体
を
動
か
し
や
す
く
し
て
い

ま
す
。
特
に
先
生
の
指
導
の
下

で
作
成
す
る
の
で
は
な
く
、
み

ん
な
が
集
め
た
情
報
を
話
し
合

い
な
が
ら
創
作
す
る
作
品
を
決

め
、
手
順
や
材
料
も
決
め
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
作
品
の
内
容
は

折
り
紙
、
ビ
ー
ズ
、
刺
し
子
、

刺
し
ゅ
う
、
編
み
物
、
布
遊
び
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
３
Ｄ
立
体
絵

飾
り
等
々
で
す
。

　

昨
年
は
猫
の
ぬ
い
ぐ
る
み
、

松
笠
の
鞄
が
大
人
気
で
、
作
り

方
の
問
い
合
わ
せ
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
出
来

上
が
っ
た
作
品
は
、
そ
の
都
度

苑
内
の
畳
二
枚
分
余
り
の
棚
に

展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
年
の
鏡
開
き
の
日

に
は
一
年
間
の
作
品
を
苑
の
会

場
い
っ
ぱ
い
に
盛
大
に
展
示
し

て
、
ぜ
ん
ざ
い
を
い
た
だ
き
に

来
ら
れ
た
人
た
ち
に
鑑
賞
し
て

も
ら
い
、
大
変
好
評
を
得
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
市
役
所
ロ
ビ
ー
で
開

催
さ
れ
る
文
化
作
品
展
に
も
出

展
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
市
の

文
化
祭
の
折
、
近
く
の
新
町
公

民
館
に
も
出
展
し
ま
し
た
。
発

表
の
機
会
も
多
く
な
り
、
会
員

の
大
き
な
励
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
う
し
て
最
も
大
事
な
こ
と

は
費
用
を
あ
ま
り
か
け
ず
、
各

家
庭
で
ね
む
っ
て
い
る
布
、
毛

糸
、
紙
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
も

の
を
利
用
す
る
こ
と
で
す
。

　

お
し
ゃ
べ
り
し
つ
つ
、
笑
い

あ
り
、
に
ぎ
や
か
に
、
仲
良
く

活
動
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

入
部
を
待
っ
て
い
ま
す
。

（
手
芸
部
　
奥
野
　
弘
子
）

福
寿
苑
手
芸
部
の活

動

福
寿
苑
の

管
理
人
と
し
て

健
康
第
一

★
各
連
合
・
苑
・
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
ご
紹
介
！

★
世
代
間
交
流
、
学
習
会
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
活
発
で
す
！

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
活
動

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
活
動

　元希者クラブ松原では、仲間たちと趣味やスポーツ、

地域活動に励んでいます。ぜひ一緒に楽しみませんか？　

皆さんの加入をお待ちしています！　お近くの老人福祉

センター（右記）にお気軽にお問合せください！

●松南苑（松原第 1連合）　岡 6-5-37　☎ 072-334-8383

●高見苑（松原第 2連合）　高見の里 5-458-2　☎ 072-332-9850

●松寿苑（松原第 3連合・三宅連合きらく会）　阿保 2-28-1　☎ 072-332-6240

●新町福寿苑（新町第 1連合）　南新町 1-6-22　☎ 072-336-2417

●つるかめ苑（新町第 2連合）　南新町 3-3-12　☎ 072-336-0516

●弁天苑（天美東連合）　天美東 7-103　☎ 072-334-8399

●天美荘（天美西連合）　天美東 9-12-7　☎ 072-336-0517

●恵寿苑（恵我連合）　大堀 3-19-11　☎ 072-336-2410
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年
末
の
恒
例
行
事
、
つ
る
か

め
苑
「
餅
つ
き
大
会
」
が
、
令

和
元
年
十
二
月
十
日
㈫
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

「
よ
い
し
ょ
！
」「
そ
ら
っ
！
」

の
掛
け
声
と
と
も
に
聞
か
れ
る

ペ
ッ
タ
ン
ペ
ッ
タ
ン
の
テ
ン
ポ

よ
い
音
は
健
在
で
、
息
の
合
っ

た
熟
練
の
技
が
冴
え
わ
た
り
ま

す
。
つ
き
あ
が
っ
た
お
餅
を
素

早
く
小
分
け
に
し
て
い
く
女
性

陣
の
手
さ
ば
き
も
見
事
で
、
あ

ん
こ
餅
や
き
な
こ
餅
、
持
ち
帰

り
用
の
丸
餅
な
ど
に
整
え
ら
れ
、

訪
れ
る
人
た
ち
に
ふ
る
ま
わ
れ

ま
し
た
。

　

近
所
の
皆

さ
ん
も
毎
年

こ
の
日
を
楽

し
み
に
し
て

お

り
、「

つ

る
か
め
苑
の

お
餅
は
柔
ら

か
く
て
お
い
し
い
」
と
満
足
顔
。

帰
る
と
き
に
は
パ
ッ
ク
詰
め
の

丸
餅
を
手
に
さ
ら
に
笑
顔
に
。

ま
た
、
近
く
の
保
育
園
児
も
訪

れ
、
臼
と
杵
を
使
っ
た
昔
な
が

ら
の
餅
つ
き
の
様
子
を
興
味
深

く
見
学
す
る
な
ど
、
師
走
の
忙

し
さ
を
忘
れ
、
地
域
親
睦
の
輪

が
広
が
る
集
い
と
な
り
ま
し
た
。

（
つ
る
か
め
苑
世
話
人
一
同
）

　

高
見
苑
フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル
で
は
、ア
ロ
ハ
の
心
（
親
切
、

み
ん
な
で
の
和
、穏
や
か
な
心
、

謙
虚
な
心
、
忍
耐
）
で
い
つ
ま

で
も
健
康
で
若
く
笑
顔
で
楽
し

く
歳
を
重
ね
ら
れ
る
た
め
に
、

月
二
回
い
ろ
ん
な
メ
ロ
デ
ィ
ー

で
体
を
動
か
し
、
レ
ッ
ス
ン
し

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
年
一
回
の
元
希
者
ク

ラ
ブ
の
集
い
の
イ
ベ
ン
ト
に
向

け
目
標
を
持
っ
て
、
み
ん
な
で

助
け
合
い
練
習
す
る
の
も
楽
し

み
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
曲
に
よ
っ
て
ス

テ
ッ
プ
や
モ
ー
シ
ョ
ン
が
違
う

の
で
す
が
、
曲
の
意
味
や
モ
ー

シ
ョ
ン
の
意
味
が
少
し
ず
つ
覚

え
ら
れ
曲
を
踊
る
の
も
ス
テ
キ

な
こ
と
で
す
。

　

幅
広
い
世
代
に
人
気
の
フ
ラ

で
す
。
い
つ
ま
で
も
、
若
々
し

さ
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

（
高
見
友
道
会
　
永
田
　
正
子
）

　

私
た
ち
は
今
か
ら
百
歳
時
代

を
迎
え
、
多
く
の
方
が
老
々
介

護
を
経
験
し
て
、
ど
ち
ら
か
が

独
居
生
活
に
入
り
ま
す
。
私
も

家
内
に
先
立
た
れ
、
悲
し
み
と

寂
し
さ
を
体
験
し
て
い
ま
す
。

　

幸
い
に
も
、
松
原
市
で
は
高

齢
者
の
福
祉
施
設
が
充
実
し
て

い
ま
す
。
健
康
寿
命
を
延
ば
す

楽
し
い
サ
ー
ク
ル
活
動
が
た
く

さ
ん
あ
っ
て
、
私
も
社
交
ダ
ン

ス
や
太
極
拳
、
詩
吟
、
日
本
の

歌
等
々
お
世
話
や
お
手
伝
い
を

し
な
が
ら
、
毎
日
楽
し
く
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
会
の
ク
ラ
ブ
で

も
毎
月
食
事
会
や
、
ふ
れ
あ
い

喫
茶
、
カ
ラ
オ
ケ
等
の
催
し
が

あ
り
、
み
ん
な
と
仲
良
く
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　

近
隣
の
皆
さ
ん
に
も
、
家
に

閉
じ
こ
も
る
と
心
身
と
も
に
早

く
弱
る
の
で
、
ぜ
ひ
一
緒
に
楽

し
い
行
事
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
と
お
誘
い
し
て
い
ま
す
。

　

残
り
の
人
生
を
元
気
で
、
明

る
く
、
楽
し
く
、
笑
え
る
こ
と

を
探
し
な
が
ら
生
き
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

神
様
は
私
た
ち
人
間
に
だ

け
、
笑
顔
と
笑
い
を
授
け
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

笑
顔
は
周
り
の
人
を
ホ
ッ
と

明
る
く
さ
せ
て
く
れ
、
笑
い
は

ワ
ッ
と
楽
し
く
元
気
に
し
て
く

れ
ま
す
。

　

人
は
人
生
の
終
わ
り
に
、
楽

し
か
っ
た
思
い
出
だ
け
が
頭
に

浮
か
ぶ
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
日
ま
で
楽
し
く
。

（
河
合
幸
友
会
　
門
口
　
正
善
）

　

地
域
の
方
々
と
一
人
で
も
多

く
笑
顔
で
つ
な
が
り
、
交
流
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
常
々
心
掛

け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
最
近
は

新
型
コ
ロ
ナ
の
ニ
ュ
ー
ス
ば
か

り
で
、
世
界
各
国
で
は
感
染
者

が
増
加
し
、
何
万
の
死
亡
者
が

発
生
し
、
医
療
現
場
の
崩
壊
や

経
済
情
勢
の
悪
化
等
々
、
毎
日

の
よ
う
に
報
道
さ
れ
る
の
を
興

味
深
く
見
た
り
読
ん
だ
り
し
て

い
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
日
本
で
も
自
粛
生

活
に
な
り
、
改
め
て
恐
ろ
し
い

感
染
症
ウ
イ
ル
ス
だ
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。

　

松
南
苑
で
の
年
中
の
い
ろ
い

ろ
な
行
事
が
楽
し
み
で
し
た
が

す
べ
て
中
止
に
な
り
、
年
度
変

わ
り
の
会
合
や
孫
の
卒
業
式
、

入
社
式
、
桜
の
下
で
の
お
し
ゃ

べ
り
会
や
食
事
会
、
全
部
駄
目

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
緊

急
事
態
宣
言
が
い
つ
に
な
っ
た

ら
解
除
さ
れ
る
の
か
不
安
で

す
。

　

や
は
り
、
人
は
仲
間
が
い
て

友
達
同
士
の
励
ま
し
合
い
、
笑

い
合
い
が
あ
っ
て
絆
づ
く
り
が

で
き
て
生
き
る
喜
び
、
生
き
る

希
望
が
生
ま
れ
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。「
新
型
コ
ロ
ナ
に
負
け

る
も
の
か
」
と
言
い
な
が
ら
運

動
不
足
の
自
分
が
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
松
原
第
一
連
合

新
堂
西
白
寿
会
会
長
を
お
引
き

受
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
何
も
分
か
ら
な

い
新
人
で
す
が
、
前
向
き
に
努

力
す
る
つ
も
り
で
す
。
皆
さ
ま

方
の
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
一
日
も
早
く
以
前

の
よ
う
に
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
食
事

会
で
笑
っ
た
り
歌
っ
た
り
活
動

で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

（
新
堂
西
白
寿
会
　
井
上
　
利
江
）

負
け
な
い
で

つ
る
か
め
苑

餅
つ
き
大
会

仲
間
と
楽
し
く

フ
ラ
ダ
ン
ス

園児たちも興味津々
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む
つ
か
し
く
考
え
な
い
で
、

「
メ
モ
的
」に
書
い
て
み
ま
し
ょ

う
。

◎
い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
が
、
何

　

を
し
た
か
（
行
事
・
サ
ー
ク

　

ル
活
動
）

◎
そ
し
て
、
参
加
し
た
人
の
感

　

想
を
聞
い
て
（
楽
し
い
・
よ

　

か
っ
た
・
う
れ
し
か
っ
た
等
）

◎
あ
な
た
の
感
想
を
書
い
た
ら

　

文
章
が
で
き
あ
が
り
で
す　

　

（
皆
さ
ん
元
気
・
い
き
い
き
）

★
次
は
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
紹

　

介
（
い
つ
・
ど
こ
で
の
日
程

　

の
紹
介
。
参
加
し
て
い
る
人

　

に
様
子
を
書
い
て
も
ら
う
。

　

楽
し
い
か
ら
あ
な
た
も
入
り

　

ま
せ
ん
か
の
宣
伝
も
Ｏ
Ｋ
）

◆
最
後
に
、
行
事
予
定
で
「
○

　

○
だ
よ
り
」
が
完
成
で
す
。

※
こ
れ
な
ら
出
せ
る
と
思
っ
て

　

も
ら
え
た
で
し
ょ
う
か
？

【
ま
と
め
】

○
○
だ
よ
り
の
発
行
に
向
け
て

1

、
○
○
だ
よ
り
の
役
割

①
広
く
知
ら
せ
る

•
行
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
様

　

子
を
書
く
（
松
原
元
希
者
、

　

各
連
合
の
行
事
）

•
サ
ー
ク
ル
活
動
の
取
り
組
み
、

　

楽
し
い
様
子

②
会
員
の
皆
さ
ん
が
読
ん
で
楽

　

し
く
、
う
れ
し
く
思
え
る
内

　

容
を
大
切
に

•
楽
し
く
い
き
い
き
活
動
さ
れ

　

て
い
る
様
子
を
書
く

•
記
事
の
内
容
が
サ
ー
ク
ル
と

　

会
員
を
励
ま
す
よ
う
に
書
く

•
写
真
、
カ
ッ
ト
絵
も
載
せ
て

　

紙
面
を
埋
め
る

③
会
員
の
増
に
つ
な
げ
る

•「
○
○
だ
よ
り
」で
、元
希
者
・

　

各
連
合
ク
ラ
ブ
を
知
っ
て
も

　

ら
い
、
入
会
に
つ
な
げ
た
ら

•
町
会
の
掲
示
板
、
回
覧
板
で

　

紹
介
を
し
て
も
ら
う

•
ど
う
活
用
す
る
か
を
み
ん
な

　

で
話
し
合
う

２
、
「
○
○
だ
よ
り
」
の
作
成

①
「
○
○
だ
よ
り
」
の
名
前
を

　

決
め
る

②
紙
面
の
内
容
を
決
め
る

•
終
わ
っ
た
行
事
の
様
子
の
報

　

告
•
サ
ー
ク
ル
活
動
の
様
子
、
紹

　

介
（
楽
し
く
い
き
い
き
活
動

　

し
て
い
る
様
子
）

•
今
後
の
行
事
の
予
定
、日
程
、

　

ず
い
ぶ
ん
久
し
ぶ
り
の
一
泊

旅
行
で
す
。

　

十
一
月
の
役
員
会
で
一
泊
旅

行
の
議
題
が
あ
り
、
僅
差
で
旅

行
派
に
軍
配
が
上
が
り
ま
し

た
。そ
れ
か
ら
、行
き
先
、金
額
、

日
程
等
を
取
り
決
め
て
、
会
員

に
募
集
を
か
け
ま
し
た
。
十
二

月
十
日
に
募
集
締
め
切
り
と
し

て
人
数
を
数
え
て
み
ま
し
た
。

四
十
名
で
締
め
切
り
と
し
ま
し

た
が
、
集
ま
っ
た
の
は
二
十
八

名
で
す
。
も
う
一
度
、
役
員
に

お
願
い
し
て
、
な
ん
と
か
三
十

名
ま
で
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。今
ま
で
も
こ
う
で
し
た
。

　

や
っ
と
三
十
名
で
一

月
二
十
八
日
九
時
、
土

地
改
良
区
を
出
発
、
淡

路
島
の
い
ざ
な
ぎ
神
宮

に
初
詣
参
拝
、
そ
れ
ぞ

れ
自
分
の
思
い
を
お
願

い
し
た
と
思
い
ま
す
。

少
し
走
っ
て
昼
食
で

す
。
淡
路
牛
の
焼
肉（
少

し
で
し
た
）
で
満
腹
。

そ
の
後
、
四
国
、
徳
島

に
渡
り
、
阿
波
お
ど
り

会
館
に
寄
り
、
阿
波
お

ど
り
伝
承
を
学
び
、
今
夜
の
お

宿
月
ヶ
谷
温
泉
（
月
の
宿
）。

お
宿
は
熱
烈
歓
迎
。

　

夕
食
の
お
品
書
き
に
、
き
ら

く
会
と
特
別
に
印
刷
し
た
も
の

を
用
意
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
。
食
事
も
進

み
、
宴
会
も
最
高
。

み
ん
な
で
楽
し
い
夜

と
な
り
ま
し
た
。

　

あ
、
忘
れ
て
い
ま

し
た
。
温
泉
は
ど
う

か
。
弘
法
大
師
ゆ
か

り
の
湯
と
し
て
言
い

伝
え
ら
れ
て
い
る
湯

で
す
。

　

翌
日
は
う
だ
つ
の

町
並
み
を
散
策
。「
俺

も
、
う
だ
つ
が
上
が

ら
ん
の
う
」「
い
や
い
や
、
上

が
っ
て
ん
の
と
ち
ゃ
う
か
」。

散
策
も
楽
し
い
も
の
で
し
た
。

　

最
後
に
、阿
波
の
土
柱
見
学
。

迫
力
あ
る
土
柱
で
現
地
案
内
人

も
丁
寧
に
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
回
の
一
泊
旅
行
は

み
ん
な
納
得
し
て
も
ら
っ
た
と

思
い
ま
す
。

◆
コ
ロ
ナ
へ
の
思
い

コ
ロ
ナ
恐
い 

何
恐
い

姿
見
え
ず
、
い
つ
の
間
に
か
大
病

に
す
る

こ
ん
な
病
は 

ど
こ
か
ら
来
た
ん
や

ウ
イ
ル
ス
に
は
い
ろ
〳
〵
あ
る
が

こ
ん
な
や
っ
か
い
な
や
つ

早
く 

く
た
ば
れ

や
っ
つ
け
る
薬
は
な
い
も
の
か

皆
ん
な
、
何
し
て
る

毎
日
〳
〵
、
コ
ロ
ナ
〳
〵
で

ど
こ
へ
も
い
か
ず

家
で
ゴ
ロ　

ゴ
ロ

あ
　ゝ

し
ん
ど

（
三
宅
連
合
き
ら
く
会

　
　
会
長
　
大
西
　
美
博
）

　

内
容
の
紹
介

•
配
置
、
配
分
を
決
め
る

３
、
文
章
の
作
成

①
見
出
し
で
引
き
付
け
る
（
大

　

き
い
字
で
）

②
い
つ
・
ど
こ
で
・
だ
れ
が
・

　

何
を
し
た
か
を
基
本
に
す
る

③
そ
し
て
、
楽
し
い
様
子
、
い

　

き
い
き
活
動
し
て
い
る
様
子

　

感
想
を
載
せ
る

４
、
月
一
回
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
で

①
毎
月
の
役
員
会
で
配
布
す
る
。

　

全
会
員
の
枚
数
を
印
刷
す
る
。

　

写
真
も
載
せ
て
コ
ピ
ー
す
る

※
以
上
、
参
考
に
し
て
い
た
だ

　

け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

（
三
宅
連
合
き
ら
く
会
　

広
報
部
長
　
池
田
　
　
明
）

初
詣
と
一
泊
旅
行

「
○
○
だ
よ
り
」
を

出
し
て
み
よ
う
！
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
が

世
界
的
大
流
行
と
な
っ
た
今
、

必
死
の
戦
い
が
続
い
て
い
る
。

国
民
は
外
出
自
粛
や
大
型
イ
ベ

ン
ト
の
中
止
、
店
舗
営
業
の
時

間
短
縮
等
協
力
し
、
一
日
で
も

早
く
宣
言
解
除
を
と
頑
張
っ
て

い
る
さ
な
か
、
ほ
ん
の
一
部
で

ル
ー
ル
を
破
り
営
業
を
し
て
い

る
店
舗
を
探
し
、
張
り
紙
や
電

話
に
よ
る
違
反
の
警
告
、
ま
た

ウ
イ
ン
ド
ー
も
た
た
き
割
っ
て

抗
議
等
を
行
う
、
好
ま
し
く
な

い
行
い
で
あ
る
…
…
自
粛
警
察

と
言
っ
て
い
る
。

　

名
付
け
た
の
は
？　

　

元
希
者
だ
よ
り
を
発
行
す
る

時
期
（
七
月
号
）
に
は
、
緊
急

事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
営
業

が
再
開
さ
れ
、
笑
顔
が
戻
る
こ

と
を
待
ち
焦
が
れ
て
い
ま
す
。

◆

　
あ
り
が
と
う
…
…
医
療
従
事

者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
で
日
常
生
活
は
一
変
し

ま
し
た
。

　

外
出
自
粛
要
請
が
出
て
ま
も

な
く
緊
急
事
態
宣
言
が
出
ま
し

た
。
自
粛
し
て
い
て
も
感
染
者

数
は
増
す
ば
か
り
で
す
。
緊
張

と
不
安
と
怖
さ
の
中
、
テ
レ
ビ

は
有
名
な
方
の
感
染
や
死
亡
を

報
道
し
ま
す
。
元
気
な
頃
の
映

像
を
見
る
と
信
じ
ら
れ
ま
せ

ん
。さ
ぞ
無
念
だ
っ
た
こ
と
か
。

大
切
な
家
族
と
会
え
ず
、
話
せ

ず
、
触
れ
る
こ
と
な
く
お
別
れ

す
る
の
は
ど
れ
ほ
ど
つ
ら
い
思

い
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
、自
分
に
何
が
で
き
る
か
、

す
る
べ
き
か
と
考
え
た
と
き
、

不
要
不
急
の
外
出
は
し
な
い
。

す
る
場
合
は
マ
ス
ク
、手
洗
い
、

う
が
い
の
励
行
、
そ
し
て
規
則

正
し
い
生
活
を
し
、
適
度
な
運

動
を
続
け
体
力
を
つ
け
、
感
染

し
な
い
、
さ
せ
な
い
こ
と
と
強

く
思
い
ま
し
た
。

　

さ
っ
そ
く
、
こ
れ
だ
ー
と

思
っ
た
の
が
、
元
希
者
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
で
す
。
転
倒
予
防
や
エ

コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
予
防

の
運
動
で
、
歌
詞
も
楽
し
く
面

白
い
で
す
。「
ほ
な
行
こ
か
！
」

「
オ
ー
」
と
声
か
け
し
て
一
番

か
ら
四
番
ま
で
何
度
か
繰
り
返

し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
い
か
が
で

す
か
？　

身
も
心
も
ほ
ぐ
れ
ま

す
。

　

一
日
で
も
早
く
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
」
が
終
息
し
ま
す

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
で
甚
大
な
被

害
を
受
け
、
経
済
的
な
深
刻
化

と
不
安
な
日
々
が
続
い
て
い
ま

す
。今
こ
そ
世
界
平
和
を
願
い
、

各
国
が
仲
良
く
助
け
合
っ
て
い

く
と
き
で
あ
る
と
強
く
感
じ
祈

り
ま
す
。

　

日
本
は
阪
神
淡
路
大
震
災
・

東
日
本
大
震
災
・
熊
本
地
震
で
、

住
む
家
を
、
家
族
を
、
日
常
生

活
を
一
瞬
で
失
い
、
明
日
さ
え

見
え
な
い
過
酷
な
現
実
に
立
ち

向
か
う
中
、
被
災
し
た
人
た
ち

か
ら
学
ん
だ
の
は
、
一
番
大
変

な
と
き
、
み
ん
な
で
支
え
合
い

助
け
合
う
心
が
あ
れ
ば
人
は
強

く
な
り
、
変
え
ら
れ
な
い
現
実

は
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
、感
染
症
が
拡
大
す
る
中
、

人
と
人
と
の
物
理
的
な
距
離
は

保
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
人
と
人
と
の
心
の
距
離
が

離
れ
、
助
け
合
う
心
ま
で
失
っ

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

目
に
見
え
な
い
長
期
戦
で
す

が
、
一
日
も
早
い
終
息
を
祈
り

平
和
で
一
人
一
人
が
幸
せ
に
な

れ
る
よ
う
願
い
ま
す
。

　

人
生
は
毎
日
が
ド
ラ
マ
、
苦

し
い
と
き
、
つ
ら
い
と
き
は
暗

闇
が
永
遠
に
続
く
よ
う
な
気
が

し
ま
す
が
、
長
い
ト
ン
ネ
ル
も

一
歩
一
歩
前
に
負
け
な
い
で
進

　

当
た
り
前
に
続
く
と
思
っ
て

い
た
平
穏
な
日
常
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
で
、
緊
急

事
態
宣
言
に
よ
り
自
粛
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
い

日
常
を
取
り
戻
す
た
め
に
も
一

人
一
人
が
我
慢
、
自
粛
に
協
力

す
る
こ
と
が
重
要
か
と
思
う
毎

日
で
す
。

　

私
は
、
山
歩
き
が
好
き
で
月

に
三
、
四
回
ほ
ど
金
剛
山
と
か

二
上
山
、
時
に
は
京
都
や
奈
良

な
ど
近
畿
の
山
を
歩
い
て
い
ま

す
。
山
歩
き
の
楽
し
み
は
、
花

の
季
節
に
な
る
と
今
日
は
ど
ん

な
花
に
会
え
る
の
か
し
ら
と
楽

し
み
に
出
か
け
ま
す
。今
頃
は
、

「
カ
タ
ク
リ
」
の
花
も
終
わ
り
、

「
イ
チ
リ
ン
ソ
ウ
」「
ニ
リ
ン
ソ

ウ
」「
ク
リ
ン
ソ
ウ
」「
ヒ
ト
リ

シ
ズ
カ
」「
フ
タ
リ
シ
ズ
カ
」「
ヤ

マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク
」
は
も
う
咲
い

て
い
る
か
し
ら
。
山
ツ
ツ
ジ
は

満
開
だ
ろ
う
な
と
思
い
な
が

ら
、
今
ま
で
に
歩
い
た
山
の
写

真
を
見
な
が
ら
紙
上
登
山
を
し

て
い
ま
す
。

　

一
日
も
早
い
自
粛
解
除
と
な

り
、
山
の
空
気
を
胸
い
っ
ぱ
い

に
吸
い
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。

・道路を暴走するのが 18歳、逆走するのが 81歳

・心がもろいのが 18歳、骨がもろいのが 81歳

・偏差値が気になるのが 18歳、血糖値が気になるのが 81歳

・受験戦争を戦っているのが 18歳、アメリカと戦ったのが 81歳

・恋に溺れるのが 18歳、風呂で溺れるのが 81歳

・まだ何も知らないのが 18歳、もう何も覚えていないのが 81歳

・東京オリンピックに出たいと思うのが 18 歳、東京オリンピックま

　で生きたいと思うのが 81歳

・自分探しの旅をしているのが18歳、出掛けたまま分からなくなって、

　みんなが探しているのが 81歳

・「嵐」というと松本潤を思い出すのが 18 歳、鞍馬天狗の嵐寛寿郎を

　思い出すのが 81歳

ん
で
い
け
ば
冬
は
必
ず
春
と
な

り
ま
す
。

　

人
生
は
年
齢
で
は
決
ま
ら
な

い
。
そ
の
人
の
心
で
決
ま
り
ま

す
。
歳
は
重
ね
て
も
前
進
・
挑

戦
の
心
で
物
の
豊
か
さ
よ
り
心

の
豊
か
さ
で
人
生
に
勝
っ
た
人

は
幸
福
で
す
。

　

老
年
は
心
が
花
盛
り
人
生
を

よ
り
美
し
く
、
毎
日
笑
顔
で
輝

い
て
い
き
た
い
と
願
い
ま
す
。

　

最
後
に
医
療
従
事
者
の
皆
さ

ん
の
献
身
的
な
治
療
に
心
よ
り

感
謝
い
た
し
ま
す
。

「
自
粛
警
察
」
？

“
新
語
・
造
語
”

私
の
趣
味

岡
長
寿
会岡

田　

紀
子

元
希
者
ク
ラ
ブ
松
原

会
長
　
縄
田　
　

榮

元希者クラブ松原

副会長　辻村　一夫

元
希
者
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で

　
一
緒
に

　
　
頑
張
り
ま
し
ょ
う
‼

長
命
会岸

本
千
代
子

コ
ロ
ナ
禍
に
思
う

高
見
福
寿
会

西
田
ト
シ
子

立山の眺望

18歳と81歳の違い
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昭
和
十
九
年
大
東
亜
戦
争
が

ま
す
ま
す
激
し
く
な
り
、
新
聞

も
配
達
し
て
も
ら
え
な
く
な

り
、
販
売
所
で
「
〇
〇
町
会
〇

組
」
と
言
っ
て
受
け
取
り
、
隣

組
の
家
庭
に
配
布
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

「
私
は
四
十
過
ぎ
や
。
年
寄

り
や
か
ら
無
理
」
と
言
っ
た
お

ば
ち
ゃ
ん
。
亡
母
と
同
じ
三
十

代
も
「
毎
朝
は
イ
ヤ
」。（
こ
れ

は
簡
単
。
私
で
も
で
き
る
）
と

思
い
引
き
受
け
た
。

　

学
友
ら
と
一
緒
に
勤
労
動
員

と
し
て
、
工
場
へ
お
国
の
た
め

に
行
き
た
か
っ
た
が
、
三
人
の

弟
妹
の
母
代
わ
り
、
そ
し
て
国

防
婦
人
会
、
隣
組
へ
の
配
給
物

の
分
配
、
担
架
を
握
り
締
め

走
っ
た
り
、
避
難
訓
練
等
々
。

「
子
供
の
方
が
役
に
立
っ
て
る
」

と
お
だ
て
ら
れ
た
け
ど
、
焼
夷

弾
、
爆
弾
に
は
、
父
と
造
っ
た

防
空
壕
な
ん
て
何
の
役
に
も
立

た
な
か
っ
た
。

　

「
動
員
に
行
け
な
い
な
ら

役
所
で
証
明
書
も
ら
っ
て
き

て
」
と
先
生
に
言
わ
れ
区
役
所

へ
。
若
い
女
性
職
員
に
散
々

怒
ら
れ
悲
し
か
っ
た
。（
私
も

銃
後
を
守
る
軍
国
少
女
や
。

“
滅め
っ
し
ほ
う
こ
う

私
奉
公
”
く
ら
い
よ
う
分

か
っ
て
る
。非
国
民
じ
ゃ
な
い
）

と
心
の
中
で
悔
し
く
て
悔
し
く

て
涙
。

　

四
十
代
の
お
父
さ
ん
方
は
警

防
団
員
、
建
物
疎
開
等
と
よ
く

働
い
て
く
だ
さ
っ
た
。
だ
か

ら
「
オ
ッ
チ
ャ
ン
」
と
呼
べ
な

く
な
っ
た
。
食
料
も
な
い
、
お

医
者
さ
ん
も
軍
医
と
し
て
戦
場

へ
。
敗
戦
前
後
の
四
十
代
は
お

年
寄
り
だ
っ
た
ん
だ
。

　

孫
と
息
子
が
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ

ソ
ン
を
走
る
た
め
、
応
援
に

行
っ
た
。

　

十
キ
ロ
地
点
近
く
で
応
援
し

て
た
ら
、
そ
こ
に
い
た
外
国
人

は
日
本
語
で
「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
走
っ
て
い
る
方
々

に
声
掛
け
を
し
て
い
た
。
そ
の

時
、
日
本
人
女
性
が
折
り
鶴
を

渡
し
交
流
を
し
て
い
た
。
子
ど

も
を
乳
母
車
に
乗
せ
て
走
っ
て

い
る
若
い
パ
パ
も
い
た
。

　

十
三
時
間
三
十
分
ま
で
は

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
の
門
が
あ
っ
た

が
そ
の
後
は
解
体
さ
れ
、
門
の

横
で
今
か
今
か
と
帰
っ
て
く
る

の
を
待
っ
て
い
た
時
、
車
い
す

の
方
が
ゴ
ー
ル
し
た
。
彼
は
砂

浜
を
走
る
の
が
夢
だ
っ
た
と
の

こ
と
。
ト
イ
レ
介
助
の
方
が
い

な
か
っ
た
の
で
、
息
子
が
一
緒

に
行
っ
て
彼
の
話
を
聞
い
た
。

　

十
四
時
間
過
ぎ
た
頃
、
孫
と

息
子
と
二
名
の
女
性
と
四
人
で

ゴ
ー
ル
し
た
。
そ
の
一
名
の
女

性
は
、
い
つ
リ
タ
イ
ア
し
て
も

不
思
議
で
は
な
い
妊
婦
さ
ん

だ
っ
た
。
彼
女
は
孫
に
声
援
を

送
り
、
お
互
い
励
ま
し
あ
い
な

が
ら
ゴ
ー
ル
で
き
た
と
の
こ

と
。

　

翌
日
は
、
完
走
し
た
方
が
頂

く
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
孫
が
歩

い
て
い
た
ら
、
大
勢
の
方
か

ら
「
完
走
し
た
の
、
頑
張
っ
た

ね
」と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、

八
十
歳
の
女
性
の
方
は
「
五
時

間
五
十
八
分
で
走
れ
た
わ
」
と

言
っ
て
お
ら
れ
た
。
普
通
の
マ

ラ
ソ
ン
は
走
る
だ
け
で
あ
る

が
、
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
人

生
ド
ラ
マ
を
見
た
。

　

次
回
は
三
世
代
で
私
も
走
っ

て
み
よ
う
と
夢
が
生
ま
れ
た
。

　

人
は
歌
に
よ
っ
て
心
が
癒
さ

れ
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
も

言
わ
れ
、
脳
も
活
性
化
さ
れ
ま

す
。

　

天
美
荘
に
は
先
生
に
教
わ
る

（
新
曲
）
カ
ラ
オ
ケ
教
室
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
他
に
、
会
員
制

に
よ
る
通
信
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

が
あ
り
ま
す
。
街
の
カ
ラ
オ
ケ

喫
茶
に
行
か
な
く
て
も
楽
し
く

歌
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
若
い

時
代
を
思
い
出
し
た
古
い
歌
も

飛
び
出
し
ま
す
。
天
美
荘
と
し

て
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
開
か
れ
、

ま
た
通
信
カ
ラ
オ
ケ
で
は
盛
大

に
大
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
生
き
生
き
と
元
気
い
っ

ぱ
い
で
歌
い
、
楽
し
み
に
し
て

い
る
行
事
で
す
。

　

高
齢
者
の
私
た
ち
は
人
と
話

す
こ
と
の
大
事
さ
は
み
ん
な

知
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
カ
ラ
オ

ケ
の
あ
る
日
は
み
ん
な
元
気
で

集
ま
っ
て
き
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
昨
日
ま
で
一
緒
に
歌
っ

て
い
た
仲
間
の
突
然
の
悲
し
い

訃
報
が
入
り
ま
す
。
そ
ん
な
時

は
寂
し
さ
で
心
が
痛
み
ま
す
。

　

世
界
中
、
変
な
ウ
イ
ル
ス
が

は
び
こ
り
、
憩
い
の
場
所
天
美

荘
も
休
館
さ
れ
ま
し
た
。
み
ん

な
ど
う
し
て
い
る
か
な
あ
ー
と

思
い
つ
つ
家
に
閉
じ
込
め
ら
れ

て
い
る
と
、
い
つ
か
歌
を
忘
れ

た
カ
ナ
リ
ヤ
に
な
り
そ
う
で

す
。
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
が
落
ち

着
い
た
ら
「
ぼ
け
老
人
が
増
え

た
な
あ
」
に
な
ら
な
い
よ
う
、

気
を
付
け
て
日
々
を
過
ご
し
た

い
も
の
で
す
。

　

精
い
っ
ぱ
い
息
を
吸
っ
て
、

精
い
っ
ぱ
い
声
を
出
し
て
、
笑

顔
い
っ
ぱ
い
で
歌
っ
て
、
健
康

で
こ
れ
か
ら
も
カ
ラ
オ
ケ
の
ま

す
ま
す
の
発
展
を
願
っ
て
い
ま

す
。

　

私
は
長
女
と
一
緒
に
市
民
ふ

る
さ
と
ぴ
あ
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ

れ
て
い
る
水
彩
画
教
室
に
週
一

回
通
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
時
、

長
女
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
入

会
の
誘
い
が
あ
り
ま
し
た
。
気

が
進
ま
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

市
老
連
主
催
の
作
品
展
が
あ

り
、
絵
画
等
の
出
展
が
で
き
る

こ
と
や
カ
ラ
オ
ケ
、
演
芸
、
卓

球
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
楽
し
い

催
し
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
と
言

わ
れ
、
水
彩
画
や
水
墨
画
を

や
っ
て
い
る
兄
嫁
を
誘
っ
て
堀

第
一
長
栄
会
に
去
年
十
一
月
に

二
人
で
入
会
し
ま
し
た
。

　

入
会
後
、
会
長
か
ら
天
美
荘

で
は
現
在
サ
ー
ク
ル
は
十
二
程

度
あ
る
が
、
絵
を
描
く
サ
ー
ク

ル
は
無
い
の
で
、
誰
も
が
参
加

し
や
す
く
、
お
金
も
安
く
つ
く

絵
手
紙
同
好
会
を
立
ち
上
げ
る

た
め
の
お
手
伝
い
の
相
談
が
あ

り
ま
し
た
。
年
明
け
一
月
よ
り

活
動
を
始
め
る
運
び
と
し
、
一

月
に
準
備
会
合
を
し
て
、
二
月

よ
り
天
美
荘
の
和
室
で
第
一
回

の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
世
間
で
は
コ
ロ
ナ
で
自

粛
。
天
美
荘
は
三
月
三
日
よ
り

休
館
で
、
五
月
十
五
日
現
在
ま

だ
一
回
し
か
活
動
を
し
て
い
ま

せ
ん
。現
在
会
員
は
四
名
で
す
。

今
ま
で
絵
手
紙
は
経
験
が
な
い

の
で
す
が
、
み
ん
な
が
仲
良
く

楽
し
い
会
と
し
て
、
先
々
は
水

彩
画
や
水
墨
画
も
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
の
入
会
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
入
会
希
望

者
は
天
美
荘
の
担
当
石
田
ま
で

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

松
原
市
議
会
議
長
篠
本
雄
嗣

さ
ま
と
卓
球
を
楽
し
み
ま
し

た
！

滅め

っ

し

ほ

う

こ

う

私
奉
公～

四
十
代
～

議
長
と
卓
球
！

ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
は

人
生
ド
ラ
マ

み
ん
な
で
歌
お
う

カ
ラ
オ
ケ

絵
手
紙
同
好
会
を

始
め
ま
し
た

松
原
第
三
連
合

松
原
第
三
連
合

松
原
第
三
連
合

天
美
西
連
合

天
美
西
連
合

松
東
福
寿
会

髙
橋
登
美
子

松
楽
会

浅
田　

吉
治

む
つ
み
会水

野　

清
美

天
美
西
長
寿
会

藤
井　

艶
子

堀
第
一
長
栄
会

土
橋
美
千
代

せき・くしゃみが
出るときは
マスクを
着用しましょう

起床時
人混みから
出た後には
ブクブク・
ガラガラうがい

帰宅時
食事前など
こまめな手洗い
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松
原
第
三
連
合
　
大
西
つ
ね
子

毎
日
の
体
温
測
定
安あ

ん

ど堵
な
り

新
町
第
一
連
合
　
山
田
　
芳
一

卆
寿
ま
で
苦
労
を
か
け
た
と
初
夏
の
朝

　
　

※ 

結
婚
七
十
年
、
そ
し
て
卆
寿
。
永
い
永

い
間
、
私
の
活
動
（
地
方
議
員
三
十
余

年
）
の
た
め
、
人
に
言
え
な
い
苦
労
を

か
け
た
妻
に
。
老
人
ホ
ー
ム
か
ら
六
月

の
妻
の
誕
生
日
を
祝
っ
て
。

ご
み
袋
海
を
わ
た
っ
て
夏
と
な
る

　
　

※ 

日
本
の
家
庭
か
ら
出
た
ご
み
が
ア
メ

リ
カ
の
西
海
岸
に
着
い
た
と
の
ニ
ュ

ー
ス
。
地
球
は
広
い
よ
う
で
狭
い
。
平

和
を
ね
が
っ
て
。

松
原
第
二
連
合
　
衛
藤
フ
ミ
子

詐
欺
で
金
取
ら
れ
コ
ロ
ナ
で
命
取
ら
れ

　

安
堵
す
る
日
を
待
ち
侘
び
る

松
原
第
二
連
合
　
北
川
　
幸
子

同
窓
会
学
生
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

松
原
第
二
連
合
　
門
口
　
正
善

生
き
て
れ
ば
誰
に
も
来
る
よ
お
め
で
た
が

松
原
第
二
連
合
　
古
閑
　
延
子

家
で
は
よ
い
よ
い
と
高
見
苑
で
は
元
気
者

松
原
第
二
連
合
　
本
山
美
津
江

目
に
見
え
ぬ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
怖
い
よ
ね

　
　
松
原
第
三
連
合
　
川
柳
藁
字
の
会

西
田
　
洋
子

ひ
な
祭
り
雛
壇
飾
り
桃
の
花

ペ
ダ
ル
踏
む
足
の
軽
さ
や
三
輪
車

今
日
も
無
事
感
謝
机
に
忍
ば
せ
る

建
部
　
衣
代

ひ
な
ま
つ
り
お
顔
に
ほ
れ
ぼ
れ
時
忘
れ

カ
ジ
ノ
よ
り
品
格
の
有
る
街
が
良
い

聞
き
取
れ
ず
ま
わ
り
に
な
ら
っ
て
笑
っ
て
い
る

池
田
　
采
霞

お
雛
様
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
は
ど
こ
吹
く
風

温
暖
化
寒
咲
き
菜
の
花
時
期
忘
れ

趣
味
の
枝
咲
い
て
余
生
の
輪
の
中
で

浦
田
　
勝
子

コ
ー
ラ
ス
練
習
雛
も
一
緒
に
松
寿
苑

何
時
の
間
に
正
座
で
テ
レ
ビ
即
位
の
儀

毎
年
の
孫
の
み
や
げ
の
福
袋

井
波
　
和
子

床
の
間
に
二
人
揃
っ
て
恵
比
寿
顔

何
時
に
な
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
落
ち
着
く
の

明
日
有
る
と
思
う
心
が
怠
け
ぐ
せ上

田
美
佐
子

ひ
な
祭
り
子
供
の
頃
を
懐
か
し
む

う
れ
し
さ
と
気
分
が
今
日
の
陽
を
あ
び
る

世
の
流
れ
風
に
乗
り
た
い
老
の
身
も

石
田
　
重
雄

気
が
つ
け
ば
こ
こ
に
根
づ
い
て
五
十
年

毎
日
を
時
計
の
よ
う
に
通
る
人

か
み
し
め
る
苦
労
続
き
の
お
と
こ
星

松
原
第
三
連
合
　
野
田
　
節
子

地
球
儀
回
せ
ば
ほ
こ
り
飛
び
散
る
よ

天
美
東
連
合
　
石
井
　
陽
子

身
を
潜
め
鬼
の
コ
ロ
ナ
と
か
く
れ
ん
ぼ

天
美
東
連
合
　
木
下
あ
け
み

コ
ロ
ナ
禍
花
見
弁
当
先
送
り

天
美
東
連
合
　
宇
㟢
サ
カ
エ

窓
越
し
に
ひ
と
り
で
花
見
コ
ロ
ナ
禍

天
美
東
連
合
　
森
本
　
誓
男

世
の
中
を
い
つ
ま
で
脅お

ど

す
新
コ
ロ
ナ

天
美
西
連
合
　
石
田
　
盛
夫

自
粛
中
脳
ま
で
自
粛
で
ち
ょ
っ
と
ボ
ケ

コ
ロ
ナ
避
け
み
ん
な
覆
面
誰
か
い
な

天
美
西
連
合
　
林
　
美
保
子

斜し
ゃ

に
構
え
コ
ロ
ナ
避さ

け
つ
つ
き
み
に
添
う

お
七
夜
も
白
寿
も
に
っ
こ
り
十
万
円

天
美
西
連
合
　
岩
本
チ
ズ
子

顔
の
し
わ
長
寿
の
勲
章
胸
張
っ
て

十
万
円
ち
ょ
っ
と
ニ
ッ
コ
リ
自
粛
す
る

　

子
ど
も
の
こ
ろ
は
堺
市
に
住

ん
で
い
た
の
で
、
チ
ン
チ
ン
電

車
（
阪
堺
線
）
大
和
川
駅
横
の

鉄
橋
の
下
で
魚
や
ザ
リ
ガ
ニ
を

捕
っ
た
り
、
夏
は
泳
い
で
遊
ん

で
い
ま
し
た
。

　

結
婚
し
て
松
原
に
住
ん
で
か

ら
も
わ
が
子
と
一
緒
に
、
虫
カ

ゴ
網
を
持
っ
て
チ
ョ
ウ
・
ト
ン

ボ
・
バ
ッ
タ
な
ど
を
捕
り
に

行
っ
た
も
の
で
す
。

　

「
汚
い
川
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
大
和
川
に
も
、
た
く
さ
ん
の

魚
が
泳
ぎ
、
鳥
が
集
ま
り
、
昆

虫
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
、
大
和
川
っ
て

ど
ん
な
川
と
思
っ
て
い
ま
す

か
。
大
和
川
本
流
は
、
最
初
は

初
瀬
川
と
い
う
名
前
で
流
れ
て

い
ま
す
。
初
瀬
川
は
ボ
タ
ン
な

ど
で
有
名
な
長
谷
寺
や
酒
造
り

の
神
様
で
有
名
な
大
神
神
社
の

脇
を
通
り
、
奈
良
盆
地
に
入
り

ま
す
。
そ
し
て
、
奈
良
市
の
春

日
山
を
源
流
と
す
る
佐
保
川
と

合
流
し
、
名
前
を
大
和
川
に
変

え
ま
す
。
そ
の
後
、
桜
井
市
多

武
峰
を
源
流
と
す
る
寺
川
、
明

日
香
村
か
ら
流
れ
る
飛
鳥
川
、

生
駒
市
北
部
か
ら
流
れ
る
富
雄

川
、
奈
良
盆
地
南
西
部
か
ら
流

れ
る
曽
我
川
、
葛
城
川
、
生
駒

山
地
と
矢
田
丘
陵
の
間
を
流
れ

る
竜
田
川
な
ど
、
奈
良
盆
地
の

周
囲
の
山
々
か
ら
集
ま
っ
て
き

た
支
流
と
合
流
し
て
い
ま
す
。

　

七
十
二
歳
に
な
っ
た
私
。
孫

を
つ
れ
て
大
和
川
の
自
然
を
楽

し
む
と
と
も
に
、
釣
り
友
と
一

緒
に
鯉
釣
り
も
楽
し
ん
で
い
ま

す
。釣
り
竿
を
出
し
て
い
る
と
、

四
季
折
々
で
、
ウ
グ
イ
ス
が
鳴

く
、
菜
の
花
が
風
に
揺
れ
る
、

白
サ
ギ
が
小
魚
を
つ
っ
つ
く
、

コ
イ
・
ボ
ラ
が
跳
ね
る
等
々
、

風
景
が
心
地
よ
く
感
じ
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。

　

長
い
歴
史
の
中
で
の
大
和

川
、
千
五
百
年
以
上
昔
か
ら
、

人
々
の
生
活
を
眺
め
て
き
た
大

和
川
が
、
今
日
も
ゆ
っ
た
り
と

流
れ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
も
、
身
近
で
自
然

が
い
っ
ぱ
い
の
大
和
川
を
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

私
は
今
年
八
十
歳
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
お
祝
い
に
二
人
の

娘
か
ら
伊
勢
の
ホ
テ
ル
へ
招
待

さ
れ
ま
し
た
。
妻
と
出
か
け
る

と
な
ん
と
二
家
族
全
員
が
私
た

ち
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
二
度
生
死
を
さ
ま

よ
っ
た
身
で
あ
り
、
八
十
歳
ま

で
生
き
ら
れ
る
と
は
思
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
こ
の
上

な
い
幸
せ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

生
死
の
一
回
目
は
会
社
の
健

康
診
断
で
心
臓
が
悪
い
と
診
断

さ
れ
、
翌
日
大
き
な
病
院
へ
行

く
と
、
明
日
二
十
四
時
間
心
電

図
を
取
る
と
診
察
さ
れ
ま
し
た

が
、
元
気
だ
っ
た
の
で
無
視
し

て
孫
た
ち
と
遊
園
地
に
行
き
ま

し
た
。
乗
り
物
に
乗
る
た
め

待
っ
て
い
る
と
、
何
も
見
え
な

く
な
り
、「
お
い
で
、
お
い
で
」

と
顔
は
見
え
ま
せ
ん
が
空
か

ら
手
招
き
さ
れ
、
さ
ら
に
橋
を

渡
っ
て
大
き
な
お
店
の
二
階
か

ら
手
招
き
を
受
け
、
そ
の
お
店

の
一
階
で
用
意
さ
れ
た
お
葬
式

場
に
一
歩
入
っ
た
と
こ
ろ
で
わ

れ
に
返
り
ま
し
た
。

　

二
回
目
は
七
十
七
歳
の
時
、

三
月
の
ま
だ
寒
い
夕
方
、
急
に

心
臓
が
ド
キ
ド
キ
し
、
脈
拍

一
五
〇
で
目
が
回
り
、
救
急
入

院
し
ま
し
た
。
も
う
三
〇
分
遅

け
れ
ば
あ
の
世
行
き
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

　

二
度
も
こ
ん
な
こ
と
を
経
験

し
な
が
ら
、
今
こ
う
し
て
子
供

や
孫
た
ち
に
傘
寿
の
お
祝
い
を

し
て
い
た
だ
き
こ
ん
な
幸
せ
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

傘
寿
を
迎
え
て

新
町
第
一
連
合

第
三
長
生
会

祐
真　

辰
一

自
然
が
い
っ
ぱ
い

大
和
川
と
私

三
宅
連
合

白
石
き
ら
く
会

池
田　
　

明

◆ 原稿募集
　次号「元希者だより」第 63 号（令和

3 年 1 月号）に、会員皆さまからの投稿

をお待ちしています。指定の原稿用紙 2

枚以内に収め、関連写真を添えていただ

ければ幸いです。随想はお一人様 2 題

まで、また文芸作品はお一人様 2 句（首）

までとさせていただきます。

■原稿締切…令和 2 年 10 月 9 日㈮

■ 宛　　先…各単位クラブの会長、連合

会長までお届けください。各苑でとり

まとめ、広報部員が部会に持参します。

※ 必ず所属連合名とクラブ名、住所、氏

名、電話番号、文芸作品の場合は種類

と優先順位を明記してください（不明

の場合は問い合わせをする場合があり

ます）。

俳

句

短

歌

川

柳

※
紙
面
構
成
の
都
合
に
よ
り
、
今
回
は
三
句
掲
載
の
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
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令和元年度　総会

第39回 元希者クラブの集い

第6回 元希者クラブ自転車大会

元希者クラブ松原2019 カラオケ交流会

第25回 グラウンド・ゴルフ大会

令和元年度 笑いのある健康教室

（パレードに参加）

まつばら街道さんぽ

第44回 まつばら市民まつり

令和元年度 囲碁・将棋大会

令和元年度 作品展

第47回 元希者クラブ松原スポーツ大会

第11回 グラウンド・ゴルフ交流会
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